テニュアトラック教員採用同意書
信州大学○○学系長（以下，甲という）とテニュアトラック教員○○○○（以下，乙という）は，以下のテニュアトラック教員採用に関わる雇用条件について同意する。
1．従事する業務

　乙は，テニュアトラック期間中，以下の業務のすべてあるいは一部に従事する。
　（1）研究業務

　　　　研究，文献収集，論文執筆，外部研究資金の申請，国際活動・研究指導等研究に関わる業務
　（2）教育業務

　　　　講義，演習，実験・実習等，教育に関わる業務　
　（3）管理運営業務

　　　　委員会業務，入試業務等，学部・大学の運営，学部が実施するアウトリーチ活動（オープンキャンパス等）に関わる業務

　（4）社会活動
　　　　産学連携，地域・社会貢献に関わる業務
　各業務のエフォート率は（1）60%，（2）～（4）40%とする。
2．業績評価及び審査の実施

　（1）甲は乙に対してテニュア審査基準を採用時に開示し，説明する。
　（2）テニュア審査の対象は着任後の業績とする。
　（3）甲はテニュア審査基準に基づいて年次評価，中間審査を実施し，その結果を乙に対して説明，伝達する。 

　（4）甲はテニュア審査の評価基準，実施手順，実施スケジュールを定め，着任後一ヶ月以内に乙に対して開示，説明する。
　（5）乙は，毎年，所定の業績調書を作成し，実施スケジュールに定められた期日までに運用委員会に提出するものとする。
3．テニュアの授与

　（1）乙がテニュア審査に合格した場合，甲は乙をテニュアトラック期間終了後，定年制が適用される教員として雇用する（テニュアの授与）。テニュア授与後の職位は，乙の業績に基づき甲により代表される学系の教授会の意見を聞いた上で学術研究院会議が決定するものとする。
　（2）乙がテニュア審査に不合格となった場合，甲は乙のテニュアトラック期間終了をもって乙の雇用を終了する。ただし，乙が希望する場合，甲は特定有期雇用教員として乙を最長1年間雇用する。ただし，テニュア審査の再実施は行わない。（また，この延長期間はテニュア審査が不合格であったことを理由として転出準備等の支援のために保障することとした有期労働契約であり，更新することはなく，仮に労働契約法第18条に基づく無期労働契約が成立した場合には，テニュア審査が不合格であったことをもって解約することとする。）

4．各種支援・助言等

　（1）研究支援

　　・甲は乙に対して，学内措置による研究費を支給する。　　　　　
　　・甲は乙に対して，独立した研究環境を用意する。
　（2）助言等

　　　甲は乙のアドバイザリー委員会及びメンター教員を定め，必要に応じ，乙の業務，評価・審査に関わる助言を行う。
5．長期休業，長期海外研究等の扱い

　テニュアトラック期間中の長期休業，長期海外研究等による不在期間の取扱いは「国立大学法人信州大学テニュア・トラック制度に関する規程」第26条によるものとする。
6．同意書の内容変更

雇用関係法令の改正及びその他諸般の事情により，甲及び乙は，本同意書の内容を必要に応じて協議のうえ変更することができる。
　　　　　　　　　平成○○年○月○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲）　○　○　学　系　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　○　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙）　　　　○　○　○　○
�テニュアトラック教員としての雇用開始日までに，6ヶ月を超える期間を空けず，信州大学との雇用関係があり，セーフティネット期間中に通算契約期間が10年を超える場合は，括弧内も同意書に加えることとする。ただし，信州大学に学生として在学している間にTA，RA等として有期労働契約を結んでいた期間は通算契約期間に含まない。





